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鋤期 久富 象二

能登半島の人口あたりの中島町に瀬嵐という

町があるのをご存じだろう力、 七睦 につなカド

る波,穏やかな入江に面した半農半撫のイヽさな

町である。

この瀬嵐から船外磯付きの船で統優湧く らい

の所罐 ケ島と机島と呼ばれる二つの小さな島

があるのをこ等 じだろう力、 万葉集にも登場し、

また皇族のナントカ宮が孔雀 (七面鳥であった

力つ の飼育の様子を観察に訪れたりした、それ

なりに由緒のある島である。力ヽ 様々 な歴史と
変遷を経て、現在はとにかく無人島である。

私が語りたいのは島の歴史や変遷ではなく、

この二つの島のうち机島ヵヽ 一囀 の鋳

のリブート地であったことでぁる。

話の発端 :よ 我が社の労働組合の執行委員会

が終わった後の飲み会であるも同僚のM氏力ヾ 吾

るには、中島の沖に無人島があって、そこに別

荘があるというのだ。その別荘は東京在住のと

ある会社の社長の所有で、気の向いた時にフラ

ッと来る。普段の管理は、瀬嵐に住むこれまた

同僚のT氏が任されてぃて、曲 、ヽ来る時以外
は自由に使って一向構わないことになっている。

その別荘1誹戸を掘って水道が引かれていてt_

自家発電で電気も大文夫だという。そこまで話

を聞いて私は気持ちが昇るのを覚え、長勁ツトで

もイ勤 ねヽばならないと思った。

行動は素早かった。私は労組の執行委員を中

心にメンパ_を募った。曰く、

「1ミ人館
「

予ゞこう !」
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執′議 会の出国の見えない議論に飽きかけ
ていた者には刺激的であったらしい。メンバー
の合意はすぐに形成された。日程表と食料計画
を作リラシックスで流した。準備はさしたる苦
労もなく整った。出発したのは快晴の夏の日.

そう、あわもり喬が参議院選に当選した、それ
なりに意味のある夏だった。

瀬嵐へ向かう途中、七尾のスーパーで食料の

買い出しをした。lo敷名分の食料の買い出し表
を手渡妖 買い漏れをチェックする私の羽際は

仲間から、「さすがヮンゲノ略 Jとお誉めをい

ただいた。

T氏の船で島へ向かった。波じぶきヵt嵯
かった。島は周囲2kmく らいであろうか。ちゃ
んとした措摯渤ち り、鱗議渤、ら草地鑢 斜
を少し登った所に別荘はあった。万1剛Iから荷物
を運ぶための滑車が引かれ、治車がぶら下がっ
ていた。

「別荘」といっても外観はごく普通の民家で

ある。しかし、中に入ってみて驚いた。キッチ
ン、ガスレンジあり。もちろ株 にはプロパン
ガスのポンベが据えられて0ヽ る。鰤 ぁ

り.中には日付不明のビール 4、 5本。ダイニ

ングにテープルあり。おフロぁり。ポータブル

テレビあり:七尾湾が目の前に広がぅ縁側ぁり。
8畳間■2不 自由する要素は何もない。テン

ト生活を機な鐸 すぎる。

私達は、皿とコップを洗い、ビールを冷やし、

床とテープルを拭き、部屋を掃き、おフロを洗

い、こまめに働いた。―iLり の仕事を終えた供

七尾で仕入れたイカの束1身で乾杯した。

乾杯の後、船で釣りに出た。魚がいない筈は

ないのだがt私達に釣られる魚はいなかった。

同意社で水泳をやっていた下人力ヽ 竿を放り出

してフリチンで泳ぎだした。

釣りから帰ってご飯を炊いた。ガス炊飯器が

備えてあったので、4年間ホエプスの飯炊きで

鍛えた私のにかかれ:ま 出来映え:ま完壁であっ

た。カレー辞 Pた。玉葱を充分炒め、にんに

くを効かせ、トマトも入れた。角iiEをすすり、
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持ってイテったカセットでラリー・カールトーン

を聴きながらしっくり煮込んだ。ラリー・カー

ルトーンのギターには時を上める力がある、そ

う思ったりした。

夕食はカレーと定番、焼肉であった。予定で

は釣れた魚がどんと出る筈であった力ヽ 釣れな

かったものはしかたがない。夜釣りにも出掛け

たがやはり釣果は今一つであった。だがt暗い

海の向こうの和唸温泉の灯がきれいだった。

結局この無人島へは3回行った。執行部バン

ドを結成するのだと意気込んでギターを持ち込

んだこともあったがヽ酒の酔いのせいかチュー

ニングだけで疲れ果ててしまった。最後となっ

たのは翌 年々の 1月 であった。その後この無人

島で2泊 3日 の「厳冬期合宿」を計画していた

のであったがそれは不可能になった。もう無人

島へは1テけなくなってしまったのである。管理

の仕事がT氏から別の人に移り、またT氏も地
‐
元へ進出してきた企業へ転職してしまったから

でぁる:私はT氏との関係が途切れてはならな

いと思い、年賀状やお歳幕を送ったりと努力は

したのである力ヽ 結局は疎遠になってしまった。

この無人島に代わる場所をと2、 3探してみ

たり、実際に行ってみたりした水 いずれも無

人島ほど気持ちの昂りを感じさせてくれる所は

なかった。いっそのこと、あの無人島を買おう

かと同僚達と相談したことがある。 1坪 500
円として―一‐‐。無理はのである。買える筈がな

い。定年まで払い続けてまだ残高の残る住宅ロ

ーンを抱えていて、そんなお金どこから出せる

もの力、

電気もつくし、水も出るし、おまけにタヌキ

まで出る。

でも簡単には行けなくて、もし海が荒れたら

何日も帰れない。

またイテきたい。ああ、憧れの無人島 :

く翻 >

ヮングルOB会報初の文書 (?)作品は以下

の歌 掲載された この経緯を知るか知らぬ

かで、この作品― は異なってくるものと思

われる。 (こ の解説が「いじっかしい」人は素

直に作品のみを味わって下さい。)

馬周年記念誌の発行により、バラバラに見え

たワンゲルの歴史は剥ぎあわせられ、経年変化

を鏑殴できるようになった。

某女史は,応理学部出でありヾ 生半可にかじ

ったにもかかわらず、デ=ターを見れば、解析 。

考察を試みずにはいられない。そして、彼女は

「ワングルは何故衰退 (部員減少),したの力」

の疑間の答えを歴年のBH誌の記述の中に見出

だそうとした。20mを ビークに「減少」は始ま

っている。3Kを嫌う傾向が増したにせよ、何

…

起 きたのか (否。事故は却って部

員の結束を強める)、 著しくワン
=ヽ

も品位を

貶めた人物がいたのか一思い当たったのは、こ

の駄 執行部の任期が変更となったことであっ

た。

おりしも、役員会には質理久富氏がおり、彼

女は「生き諄 」 である久宮氏にカマをかけて

みたのである。人を疑うことを知らぬ彼:よ

「何年か前、飲み会の帰りに、ばったり前田先

生にお会いしたんですよ。

そこの頃ワンゲルはどんな具合ですか?>
と聞くと、「減りっばなし」という濃 、

そして

| くあんたらのせいや。あんたらがシステムを変

| えたから、上潮姓ガ出てこんようになって、活

力がな くなってしもうたんや。>

と言われてしまって一J

と、告白した。ひそかに気に病んだ彼は、その

ために、中年大りと縁のない体になっていた。

―お一

ヽ
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「やっばり !」

と女史はほくそえむ。有力な証拠を得た彼女は

「 4回生を役職から外しな結果、4回生が出て

来辛くなり、それ力ヽ 我関せずの風潮を助長し

たのであろう。しいては部の伝繊 わらなく

なり、魅力も損なっていったのだヮ !」

と勝ち誇る。その後彼|ま<ウ 芽二、組織なんて
――もう嫌ダー !>とストイックなマラソンにの

めりこんでこヽったようだった。

この論戦は、ご多忙の久富氏、一応主婦の女

史ということで一向に展開せず、「月見め宴」

に持ち越されていた。

しかし一ワングルの 曜駐剣 BHにあって底

いかなる不協和音もかき消されてしまう。同じ

時代を共有したことのない両人であった力ヽ 双

方ヮングルの美酒に酔いしれてしまった。しか

も彼の作るBH横の沢水による水割は、絶品な

のであった。 辱哺鞠 の道しかそこには残され

ていなかった。

「その時には、自分達が画期的と思ってやっ

たこと力ヽ 実は時代の大きな流れの中での必然

的な変化だったのだ。自分達がやらなくても、

次の何期かにはやられていたに違いない。もし

思いつきに過ぎないことでぁれιま 次にはゆり

戻されているはずなのだし。その時には極端で、

歴史がとげとげに角張ってつながっているよう

に思えても、実は否応無しの変化の中にヮンゲ

ルも変イとし続けているのだ」

「ではワングルとは何だったのだろう?J
そこへさらに論客が加わり、酔ぅほどに、過去

のあの時のこだわり、あの時口に|ま出せず、た

だ見守るしかなかった思いなども暴露されて、

皆もう、ヮングルを選んでよかったといぅ思い

で一杯になってしまった。

「ヮンうウンとは、自然を愛すはもちろんだけ

ど、その前にく人を愛じ>ヵラ、るんですよJ

・・ しかし女史は執拗であった。彼女の頭に1よ

すでに四十

"■

があり、丁度真中の期にあた
る久富氏は、基調演説をさせるに格好の人材

に思われるのであった。

もう解決済と思っていた彼は、原稿依頼に

驚きながらも、書かねば女史からは「解放さ

れない」とここに観念した。持久戦に持ち込

んでも体力負けすることは明らかなのであっ

た一.

予告どおり期待を裏切らず、遅くなりまし

た。すみません。           :
原稿の

― すがヽ月見の宴については沢

山の方が感想を寄せて下さるてしょうほ ク

ラプのシステムを変えた云々については次の

理由で′、スさせてもらいました。
。僕達が現在のシステムにしたの1ま クラブ

の活動めメインは合宿であり m、 そ

|のリーグァをやるのは3年生である●活動の

中心を担うのが 3年生であるのに、方針を決

める執行部を 4年生が務めるというの蹴

的に
―

だ、というような理由からだった

と思います。

この理由の是非はともかく、僕らは僕らな

りの議論をしてそれまでのシステムに弊害を

感じシステムを変えたのだから、現役の方達

も男役のシステム

“

弊害を見出しているのな

ら、そればヨ頂を踏んで変えていけばよいの

であって、今僕が現役の方達に対して論じる

ことはほとんど無いよ.う に思われます。

・1嘱殴の雄 にlよ

…

し、自撻 の

思うような形にクラプを変えていかれること

を願っています。僕達もそうしてきたのだし

、先輩方もそうしてきたことと思っています

それで、原稿は今一番書きたかったことを :

書かせていただきました。OB会報に相応じ :

いかどうへ .読んでいただいて、分かる方に 1

|は分かるだろうと思います力ヽ 如何汎   |
―ξ―
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新聞 [8月 13日 ]

横 井 昭 次 さ ん 水 死

横井 曙次さん(1動 は8月 12日 ふるさと

の木曾サllで不慮の死を遂げられました。

それはお盆の帰省中のことで、アドレス帳が

手元にない状態のため、友人関係への連絡力ヽ不

可能でした。たまたま:艶3日 の朝刊で記事を見

た16期田端さんより、15期佐野さんへ連絡が入

り、緊急連絡が回ったものです。お盆時で連絡

に手間取りました力ヽ 15期を中心にワングル0
3が参列し、彼の柩を送り出すこと力責 きまし

た。

その後15期睦終員の坂尻さんがよびかけ、追

悼文集禰 することになり、彼の尽力で魂

夫人の裕子さんにお届けすることができました。

緊急違終にあたった佐野さんからも、名古屋

での新聞コピーが送られ、葬儀の時の模様が伝

えられました

横井さんは、前回の同期会の幹事を務めてお

り、その下■の時に本割 11を渡りなから

「 このテ!Iは、俊力珂 さヽい頃から泳いで親しんで

きた,:lな んだよ」

と語っていたことも、今では幸過ぎる思い出に

なってしまいました。

追悼文集中 悼む名文の数々は、皆掲

載したい所でこ′た力ヽ 会報掲載期が偏ることを

編集長は気にしており、劉愛することにしまこ′

た。

*横井さんのBHB号掲載文 ‐

*横井 裕子さんからのお便り

0(凋 15日付け 掲載をご百スいただきました)

*諄 絣 さか の騰    (白山虔9櫛

の以上3点を紹介します.あらためて横井さ

夢Eι覇 義 せ て

1瑚 諄 厳
.      (B H13号

より):

月日の流れて行くのは 真に速い。人が去っ

てからの時間1よ 更にまた速く流れていた。そ

れは その人の死があまりの突然であったから

か、あるいは彼が私と深く関わっていなからた

からかしそ彼>と呼んでしまら
｀
たのでは、いよ

いよ逮ざかってしまう様な気がする。せめてく

奴>と呼ぶことにする。そうする事がtやがて

私の記憶から消えてしまうであろうかもしれな

い死んでしまった奴と、いまだに生きている私

の伸をつなごうと思う。それは所詮、死んでし

まった奴と、生きている私とのあまりの隔たり

に対する、生きている私の側からの後ろめたさ

の表われであり、又、一つの「事件」に関わ‐,
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たrl:い うことから来る、いささかの昴りを感じ

た私の後ろめたさの表れである。

こんな話を耳にしたこと力くある。自分の家の

隣に盗人が入った時、彼にとって、その盗人ヘ

の恐れ、あるいは憤りよりも、自分の生活圏内

の中に、自分の身近に、盗人という<異常なも

の>が割り込んできたちいう事の方力ヽ より関

心を抱かしめるであろうという事を。隣の家に

盗人が入ったという事港ヽ 彼にとってtよ 一つ

の自慢話の様にして語られる事であろう。それ

と全く同じ心の昂リカヽ ‐人の人間の死という、

あまりに<異常なもの>が私の眼の前で起こっ

て以後、私の心の中にあった事を憾梅しなけれ

ばならない。あまりにも異常なもの=殖ヽ こ

の私と聞わりを持ち、 (それ:ま皮相的なもので

しかなく、いか程に私が一人の人間の死と関わ

り得たか。やはり「死」が「事件」でしかなか

った)しかもその関わり、この私が独占した事

は は彼と同じパーティーのメンノド=であり、

更に、彼輝 なる物質と化していく様を最後ま

で見続けねばならなかった。)を。やはり、「

自慢の種」とと′て心の中に丸め込んでしまって

居たのである。そうであった私にとっては、あ

の地で黙濤を捧げる事も、花を献げる事も、そ

れが私以外の人によって成された懇 、 しらじ

らしく私は思っていた。私は恥ずかしい。私は、

祈るよりも、祈りを捧げている者達の心の中を

探る事に忙しかった。そ [′て一方、自分にとっ

てもまた、私以外の人にとってと同様に、死ん

だ奴が遠い存在である事が解れば解る程にヽ即

ち、この私が私以外の人間と同じであるという

事が解れげ解るricに、私と私恐へ の人間との差、

それは私が独占じ得た彼の死ぬとのより深い閉

わり (それは、彼の死をまのあたりに見たとい

う事だけなのだ力ち )なのだ力ヽ それが私にと

っていよいよ人事なものになってしまった。私

lま私以外の人間と同じになってしまう事を恐れ

た。

私は誰に対しても恥ずか 1/い人間でした。

四月X日

先日の山小屋作業 (高二郎鵬動 の駆 、

一年前の新 トレで桂君と並んで腹った地点に腰

をおろした。あの時彼は元気な様に見えたのだ

力ヽ あそこで我々は、あの時レーズンを回にし

た様に思う。本当に書しさを分け合った仲間同

士だったのに。彼の葬議が終わった後で、ダム

の傍らの桂君が倒れた所にご両親と妹さん力暫テ

かれた時、お母さんと妹さんが泣きながら、そ

ら鴫の花を摘んで手に固く握られたのが忘れら

漱 い. 十三月Y日

撲勘 めて知った。遠 くから冷たい言葉でも

って、 一ヽ の人間の死を見ていた人の中に、執

念深い悲しみがあったことを。僕のヒステリッ

クなセンチメンタリズムは、必死になって己の

感情をかきたてようとあヵくいている、愚かな傍

観者のものだったのです。残されたお母さんの

働興に、思わず涙を禁じ得なかった。その心に

嘘など:まなかった力ヽ その感情の障間に、すぐ

いとわしい想念が知らず知らず頭をもたげてし

まっていたのです。

僕の中で桂君の面影が薄れていくだけでなく、

彼の死そのものがまさしく風 |ヒ していく時、僕

は一人の人間の死を今なお、執拗に心の中に背

負い続けて居る人を見たのです。

十朝 七日

横井 裕子さんからのお使り

00月 15日 のもの)

いつのまにかすらかり同りは秋になり、コス

モスは満開になり、外ではいろいろな虫の声が

聞こえています。あの署かった夏がどんどん遠

ざかっていきます。
―鵡―



追悼文集をお遊りいただきま[ノてあり力くとう

ござιヽまヒ′た。丁度 tケ月日の10月 12日に思き

ました。主人の写真の前で読ませていただきま

した力ヽ 皆様のお気持ちがうれtノ くて涙が上ま

りませんでした。翌日、眼と鼻がズキズキ痛む

ほど泣いてしまいました。

通夜、葬儀ともに、突然の知らせだったにも

闘わらず、大勢で来ていただいて、本当にうれ

しかったです。でもあの時は、自分力く自分でな

いような状態でしたので、皆様とどんなふうに

お話ししたのかさえよく覚えておりません。あ

の後グ日嗣 ぎるまで醒 にとどまり、観

子ヽ戻ってからは、又、たくさんの方々にお別

れをいただき、輸日忌を過ぎるまではただただ

毎日を過ごすの力ヽ やらとという感じでした。

ようやく最近になって、まわりはすっかり秋

になり、言葉では表せないような淋しさに取り

囲まれているのに気がつきました。誰かと話を

する時に悲しくても、笑顔につい元気そうにし

てしまう自分がイヤでしたがにようやく素直に

涙が出るようになりました。今までで一番悲し

くて泣き虫になっています。子供達の前には泣

かないようにしていますiれ いつもそばにくっ

ついてくる三女にはすぐ見つかってしまって困

っています。

もし、私が一人きりだったら、きっと一日中

何もせずにただばんやりとするばかりだったか

もしれません。子供達がいるから早起きして、

ごはんもお弁当も作るし、掃除もする。運動会

ではカメラを持って走りのり、幼稚園のお誕生

会にはおしゃれをして出かけていく一。こうや

って、時がどんどんたっていくのでしょうれ

もう2ケ月メ上が過ぎたのに、まだ自分の中

では主人の死を認めたくない気持ちで ―iFです。

どこかへ出張に1子っているような気がします。

それと同時に以前よりもそばにいるような気も

します。帰りが遅くて、いつも夜中と朝しか―

緒にいられなかったけれど、今はずっと一緒に

も`るように感じます。きっと皆さんからの文集

も‐緒に読んでくれたと思し`ます。本当にあり

がとうございました。

3月 12日 のあの午後のことは思い出こ′たくな

ぃこと
=す

力1、 坂尻さん」きはじめ、りし′f卜の

方への伝わり方は少し事実と違 っているような

ので、ここに訂正させていただいてもよろしい

でしょうか。あの瞬間を目撃したものはごく僅

かですので、本当のことは私にもわかりません

がヽ皆様にはなるべく事実に近い事を知ってい

ただきたいのです。

新聞の記事にも、中測にいたのは3人とあり

ます力ヽ 本当は、友人の長男、長女、我が家の

長女、次女の5人でないでいました。私と友人

l■ll:岸に近い所でお互いの末っ子を遊ばせてい

ました。その日は募冬りに再会した友人一家と

話がはずみ、楽しくて楽しくて時がたつのも忘

れていたほどでした。でも、ふと時計を見ると、

もう午後3時を過ぎており、もうそろそろ帰ろ

うと主人に声をかけました。

「もうあがるよ」

という主人の声に安心して、私と友人は単に上

がりました。私がふりむいた時、主人の頭のま

わりに4入の子供達の頭が集まっているの力qヽ

さく見えましたので、そのあとすぐ来ると思っ

ていました。たぶん、そのすぐ後に事件はおき

たのだと思います。

友人の長女と我が家の次女は少ししか泳げな

いため、深ι:を渡る時は主人が 2人を抱きかか

えていました。その時もそうしていたようですo

ところが、行きと違う所を波ろうとしたその場

所がt主人でも背が立たないほどの深さだった

ようです。主人一人なら決して溺れません。し

かし、両腕0こ子供がしがみついた状態で足もつ

かずt本人はとんなに必死だわたろうと思うと、

こちらまて的が苦しくなります。そんな状態だ

ったのに、主人はあわてている友人の長男に

「おじさんの腕につかまれ !」

と叫んだそうです。でも、その子は主人がそん

―

"‐



な余裕はないことがわかっており、我が家の長

女と必死に泳いで岸についたのです
「

主人は、近くの人か抱えてぃる子供達を受け

取ってくれた後、力尽きてもぐってしまったよ

うです。長女カサ済で

「助けてぇ。紋 さん力くもぐっちゃった。死ん

じゃう !」              
´

と走ってきた声を聞いて、私達が走って行った

時には、もう主人の姿はどこにもありませんで

した。 3人の子供達が泣きながらそこにいるだ

けでした。つまり、主人の最朗ιま子供達だけが

見ているのです。特に2女は、その様子をまの

あたりにしているのです。最後にお父さんは何
と言ったのか、どうしてまわりに助けを求めな

かったのか、どんな風に沈んでしまったのか ‐‐

私には知りたい事ばかりですちでも、あまりに

現実過ぎて、いまだにあの時の詳しい蹴 闘

けないままでいます。子供達があのBポ ッボッ

と話 した事だけをつなぎあわせて、私が想像し

たにすぎませな いつの日力、娘が自分から話

した時に聞いてみようと思っています。

もしかしたら、 5人の葬式になっていたかも

しれない事故でした。必死に、文字通り命をか

けて、主人は子供違を助けてくれました。子供

好きな主人らしい最期だったのかもこ′れません。

助かった大切な命を、今度は私精 てていか

なくてはと思っています。くじけてはいられな

いと思います。「白山会」の皆警が応援して下

さる声を励みに少しずつ歩いていきます。どう

ぞ爵期会をはじめヮングルのお友達によろしく

お伝えIさ い。本当に心の中は感謝の気持ちで

‐杯です。文集は私の宝物にさせていただきま

よ

び

か

け

故
横
井
昭
次
君
遺
児

へ
の
励
ま
し
基
金
に
つ
い
て

あ
の
横
井
昭
次
君
が
、
去
る
８
月
１
２
日
１
５
時
３
０
分
頃
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

突
然
の
訃
報
で
、
残
さ
れ
た
妻
格
子
さ
ん
や
、
美
奈
子
ち
ゃ
ん

（
１
０
歳
）
、
志
穂
子
ち
ゃ
ん

（
３
議
）

悠
希
子
ち
ゃ
ん

（５
歳
）
に
慰
め
の
言
葉
も
有
り
ま
せ
ん
。

横
井
君
の
螢
零
心を
思
う
と
き
、
万
感
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「お
―
い
、
横
井
君
！
私
達
に
何
が
出
来
る
？
」
と
問
い
か
け
る
と
き
、
残
さ
れ
た
４
人
の
名
前
を

大
声
て
呼
ぷ
彼
の
姿
が
浮
か
ん
て
き
ま
す
。

子
供
が
大
好
き
だ
っ
た
彼
、
飲
み
な
が
ら
お
子
さ
ん
の
事
を
よ
く
開
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
私
達
が
出
来
る
事
．

せ
め
て
、
生
前
横
丼
君
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
私
達
が
、

「お
父
さ
ん
に
は
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が

い
て
、
み
ん
な
が
応
援
し
て
い
る
よ
」
と
残
さ
れ
た
子
供
た
ち
に
、
　
Ｓ
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｃ
ｈ
∝
ｒ
．

（
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
）
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
ｅ

左
記
の
要
領
で
ご
賛
同
頂
け
る
方
を
募
り
ま
す
。記

（呼
び
か
け
人
）
・　
　
　
童
話
作
家
　
　
　
　
伊
藤
　
喜
郎

．

く
も
ん
出
版
　
　
　
中
城
　
正
翼

想競
識
饗
餞
陶也　
　
　
　
　
一・　
一

・
　

表
現
研
究
所
　
　
　
伊
藤
　
安

一

金
大
法
文
ｏＢ
　
　
　
山
下
　
義
信

一一　
　
　
　
金
大
″
外
”
　
　
　
宇
野
　
潔

＾
応
援
名
簿
）
　

一　
応
援
名
簿
を
作
成
し
ま
す
．

（励
ま
し
基
金
）
　

残
さ
れ
た
ご
家
族
の
こ
れ
か
ら
を
思
う
と
き
、
一言
葉
に
よ
る
な
ぐ
さ

め
も
大
切
で
す
が

「実
生
活
に
少
し
て
も
役
に
立
つ
こ
と
」
と
し
て
、

私
達
の
気
持
ち
を
応
援
金
と
し
て
贈
呈
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

．
　
　

　

　

・
１
日
　
１
．
０
０
０
円

（親
し
か
っ
た
人
　
５
日
以
上
て
お
願
い
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
．
）

●

・
応
援
金
は
、
各
呼
び
か
け
人
に
お
渡
じ
願
い
ま
す
。

（又
は
、
左
記
の
日
座
）

応
援
金
振
込
口
座

「あ
さ
ひ
銀
行
蒲
田
支
店
　
横
井
君
応
援
金
　
宇
野
　
潔

（
ヨ
コ
イ
ク
ン
オ
ウ
エ
ン
キ
ン

・ウ
ツ
　
キ
ヨ
シ
）
１
０
６
０
３
９
２
」

・
募
集
期
間
は
９‐
月
劇
４‐
日
劇
で
と
し
、
四
十
九
日
の
９
月
２
４
日
に
は
裕
子
さ
ん
に

渡
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
賛
同
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（文
責

宇
野
　
潔
）



前
略連

日
の
猪
暑
に
も
朝
夕
の
風
に
秋
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
子
供
た
ち
も
２
学
期
が
始
ま
り

ま

す
．

き
て
、
突
然
の
連
絡
で
す
が

（
１
５
期
は
、
周
知
の
事
実
で
す
が
）
我
々
ユ
■
期
の
横
井
昭
次
君

が
、
去
る
８
月
１
２
日
１
５
時
３
０
分
環
、
帰
省
中
の
名
古
屋
て
不
慮
の
事
故
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一言
僣
子
さ
ん
と
、
実
奈
子
ち
や
ん

（１
０
歳
）
、
意
量
号す
ち
ゃ
ん

（８
議
）
い
悠
希
子
ち
ゃ
ん

（５
歳
）
の
３
人
の
子
供
が
、
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　
一̈　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
・

我
々
１
５
期
ｔ
と
っ
て
は
、
機
、
高
村
一
比
露
併

（石
田
）
に
次
ぐ
訃
報
で
あ
り
、
ざ
ケ
し
さ
を

通
り
起
し
て
、
非
常
な
ウ
ョ
ツ
ク
と
し
か
言
い
よ
う
が
有
り
ま
，せ
ん
。

学
生
時
代
及
び
社
会
ス
に
な
っ
て
か
ら
の
１
５
期
会

（ほ
ぼ
皆
勤
だ
っ
た
は
ず
）
と
、
思
い
出
は

尽
き
無
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　
　
・

．卸叫れ欺舛歩ッ〕餃婦磋ｔがら、一ろを振り返り　″　、一れ気味のメンパーを気づ

・
あ
の
自
由
の
南
竜
て
、
時
間
を
忘
れ
て

「星
」
を
見
て
い
た
横
井
．

・
金
も
持
た
ず
に
、
後
輩
を
引
き
連
れ
て
、
兼
六
園
下
の
飲
み
屋
に
繰
り
出
し
た
事
も
あ
っ
た
。

・
出
販
摯
社
に
勤
め
て
か
ら
は
、　
ご
しど
も
た
ち
」
の
役
に
立
つ
本
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
た
◆

・
相
手
の
話
し
を
、
本
当
に
一
生
懸
命
、
聞
い
て
く
れ
た
横
井
．

・
人

一
倍
の

「正
義
感
」
と

い思
い
や
り
」
で
他
人
に
接
し
て
い
た
槙
井
．　
　
一

横
井
が

「
死
ん
だ
」
！
！

葬
機
の
後
、
美
奈
子
ち
ゃ
ん
に

「が
ん
ば
っ
て
」
と
声
を
か
け
た
時
、

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
健
気
に
返
事
し
た
妻
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
．

子
供
が
大
す
き
だ
っ
た
横
井
．
あ
ど
け
な
い
３
人
の
お
子
さ
ん
を
思
う
時
、
今
後
０
人
生
に
何
か

動
す
し
に
な
る
事
を
し
て
あ
げ
た
い
．

横
井
の
無
念
さ
を
、
少
し
て
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
出
来
た
ら
．

そ
ん
な
思
い
で
応
援
４
鷲
と
応
援
金
を
募
る
事
に
し
ま
し
た
。

彼
に
と
っ
て
、
金
大
ワ
ン
グ
ル
の
友
違
は
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
て
し
た
。

そ
ん
な
彼
の
残
さ
れ
た
子
供
達
に
、
我
々
金
沢
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
部
の
仲
間
と
し
て
も

是
非
、
応
援
名
簿
に
名
前
を
連
ね
た
い
と
思
い
ま
す
ｏ

（手
続
き
）

・
廊
撥
金
を
、
銀
行
振
込

（射
紙
参
照
）
か
私

（字
野
）
宛
に
送
っ
て
下
さ
い
．

・
応
鰻
金
送
付
者
名

（関
係
、
氏
名
）
を
記
入
し
た

「応
振
名
簿
」
を
作
成
し
ま
す
。

・
別
紙
に
も
有
る
様
に
、
９
月
１
４
日
迄
に
お
願
い
し
ま
す
。

翻
大
リ
コ
引
川
ｄ
刻
制
で
、
多
く
の
日
樹
著
が
想
瘍
口
覇
ｄ
機
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

（
１
５
期
へ
）

・
過
去
の
２
名

（高
村
、
石
田
）
に
対
し
今
回
の
様
な
活
動
が
ど
来
て
い
な
い
の
に
、
横
井
の

時
だ
け
と
言
う
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
会
社
を
中
心
と
し
た
広
い
募
集
に

参
加
す
る
と
い
う
形
で
ア
解
廟
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

鷲
略
　
、
一‥
１̈
１
¨

‥ヽ
‥
‥
―
‥
１
¨

よ
風
が
こ
こ
ι
良
て
、
考
ユ′
に
ム
か
け
☆
ζ
ケ
る
か
口
こ
の
頃
で
す

」
嗜
暉
一
受
鴻
一晩
朝
撃
汁
「
”
ド
に
薇
毅
丼
燿
次
哺
の
ご
十́
九
嗜
が

嗽
叙
ｒ粥
動
ぶ破
い畑嶽椒
脅
懸紗
岬
ばや
轟
帽彎
．

毅漱イ摯卿」机卸群け̈
］ｒ轟碑静銹紳】疇「中一「］一

_ 新   聞

平成フ年 (1995年 )19月 38

‐

中村氏120軌 轍

をしてありましたが一。

竃

獅
剛
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｐ
大
賞

に
５
人

陶
芸
の
申
村
さ
ん
ら
表
彰

卒
数
の
な

っ
た

級
和祐
一妹報硼協結幡打は■燎
雑前
勁組
」れ
謙一

オ
弓
詢ぽ
構
郡
”議
哺
精
硲
聯
哨
昴
κ仏
ぇ
る
と共
に，為
薇
項
いた

〕
め

に
ら

，

み

「
ｂ

島
外

［
と

ｔ
ｔ

々
ン
毅
ヰ

柔

の
思

い
Ｘ

れ
榮

い
も

島

夜
ら

，

み

「
ｏ

「
春
」

と

ｔ
ｔ

煽
“
銭
凛
勤
』郡
千
ォ
腱
ｔな
減
合
■
淋
子
さ
ん
の

，ヽ
ル
にが
リ
ミ
ん

類
野
御
か

十。す
林
看
「
衛
卜
漱
鯖
知
だ
」
協
一
十
団
体
皮
″
桐
人
で
、
馬

も
役
雌
期
繊
臥
部
哄
担
枷
「′。
こ
れ
か
，ら
の
ご
索
薇
の
生
滋
に
ク
ｔ
ｒ

摯畦凛”一け̈
い̈”師紅叫暮静い」翡」榊凛夕ほ韓一張ｍ

以
上
ご
無
を
ま
で
　
　
十
人
湖
　
す
考
　
暉

日
本
青
年
会
議
所
石
川
プ

ロ

ッ
ク
協
議
会
の

「
１
９
９
５
Ｉ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｐ

大
策
」

（北
園
新
聞
社
、
北
陸

放
送
後
援
）
の
表
影
式
は
二
日
、

金
沢
市
の
金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
、
出
席
著
約
四
百
人

が
、
さ
ま
き
ま
た
）分
野
で
活
護

す
る
石
川
県
出
身
の
男
女
五
人

の
功
労
を
た
た
え
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｐ
は

「Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｏ

ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｙ

Ｏ

ｕ

ｎ

ｇ

　

Ｐ

ｅ

ｒ

ｓ

ｏ

ｎ

ｓ

（傑
出
し
た

若

者
た

ち

の
意

味
）
」
の
頭
文
字
を
取

っ
て
名

付
け

つ
れ
た
。
今
回
は
陶
芸
家

の
中
村
元
風
さ
ん
■
９
、
オ
ベ

ラ

歌

手

の

演

算

奈

表

さ

ん

２
３
、
環
境
保
全
に
力
を
注
い

で
い
る
二
木
大

一
さ
ん
雀
と
、

回

本
家

の
水

橋
文
美

江
さ

ん

雀

し
、
伝
統
の
加
賀
野
菜
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
米
棘
格
栄

さ
ん
雀
巴
が
受
賞
し
た
。
　

　

一

授
賞
式
で
は
、
小
中
出
佳
津

良
日
本
青
年
会
墨
所
石
川
プ
ロ

ッ
ク
協
議
会
長
が

「
若
者
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し

て
役
割
を
異
た
せ
ば
、
石
川
の

街
は
輝
き
出
す
。
街
の
活
性
化

を
順
う
意
味
で
も
、
こ
の
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ｐ
大
賞
を
願
彰
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
統
い

て
山
村
勝
郎
金
沢
経
大
学
長
が

十
人
の
審
査
員
を
代
表
し
て
講

評
し
、
岩
本
副
知
事
が
視
辞
を

述
べ
た
。

中
村
元
風
さ
ん
　
加
賀
市
在

住
の
九
谷
焼
陶
芸
作
家
。
フ
ー

ド
ピ
ア
の
食
談
を
同
市
で
開
く

活
動
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
平
成

四
年
に
は
、
も
れ
し
ゃ
ん
塾
を

開
校
し
、
石
川
県
の
国
際
化
に

努
め
た
。
　
．

い
た
ぎ
機
チ
で
に
大
．
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